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１. まえがき

インビジブル（不可視）インクとは、一見

何も書かれていないように見えるものに加熱

や冷却などの特定の処理を行うことで可視化

するインクを指す。その中でおそらく最も有

名なものは、レモン水などによる「あぶり出

し」であるが、インビジブルインクには「あ

ぶり出し（加熱処理）」以外にも多くの手法が

ある。そこで今回は、冷却、浸水、照光、化

学反応など、可視化処理の異なる様々なイン

ビジブルインクを検証した。また、それらの

インクを用いて小学生を対象とした科学啓発

教室を開催したので報告する。

２．インビジブルインク

２．１ 冷却処理による可視化

冷却処理によって可視化するインクとして

メタモカラーに着目した。現在、容易に入手

できるメタモカラーとして株式会社パイロッ

トコーポレーションから発売されているフリ

クションボールペンがある。本製品に使われ

ているインクは、65℃以上の熱（摩擦熱）を

加えると色が消える性質を持っている。しか

し、摩擦熱により色素が完全に破壊されたり、

除去されるわけではなく、-20℃で冷却すると

インク中のマイクロカプセルが再結合し、再

び発色する。この性質を応用すると、書いた

文字や絵を加熱して消去した後、冷凍庫で冷

却すると再び可視化することができ、インビ

ジブルインクとして利用できる。しかし、教

室などで実施する場合、冷凍庫などの設備が

ないことが多い。そこで、保冷剤やドライア

イス、冷却スプレーなどで冷却する方法を検

証した。その結果、ドライアイスや冷却スプ

レーによる処理が良好な結果となった。特に

冷却スプレーは、ドライアイスに比べ取扱い

が容易でいつでも実験できる利点がある。

２．２ 浸水処理による可視化

一般に水出し文字や水のあぶり出しと呼ば

れる手法で、紙を水に浸すとインクで書かれ

た部分がまわりの部分よりも多く吸水し、文

字 が 浮 か び 上 が っ た よ う に 見 え る 。

（Fig.1(a))ミョウバンを使ったものがよく

知られているが、本実験での検証の結果、除

光液を採用した。また、紙の材質にも大きく

影響するが、実験の結果、クラフト紙（茶封

筒）が良好であった。

２．３ 紫外線照射による可視化

無色の蛍光インクに紫外線（ブラックライ

ト）を照射すると、ルミネッセンスにより可

視化する。（Fig.1(b))蛍光インクには、以前

筆者らが報告 1)したルミネセンスアメーバ

（蛍光スライム）の作成技術を応用し、洗濯

用洗剤から抽出したものを使用した。

２．４ 化学反応による可視化

酸性・アルカリ性の指示薬反応を利用した

インビジブルインクである。今回は、暗記用

マーカーペンとして市販されている水性ペン

を使用した。

(a) Treatment of flood (b) Ultraviolet irradiation

Fig. 1 The experiment results of the invisible ink.

３．科学啓発教室の開催

本研究で開発・検証したインビジブルイン

クを用いて小学生を対象とした少年少女科学

ものづくり教室 2）を開講した。

４．まとめ

様々な処理方法のインビジブルインクを実

験・検証した。当日は、教材の作成方法や啓

発教室の様子についても報告する予定である。
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